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Summary In this paper， characters of twelve classical RAKUGO stories (Myoban Detti， Sasaki Sabaki， 

Ikakeya， Doguya， Kohome， Aona， Umayak司ji，Toyotakeya， Showa Ninkyoden， Zenzai Kosha and Kappa no 

Sara) are analyzed. 

In this analysis， we can see broad-minded attitudes with love and emotional support for people， specially for 

ordinary people， described in the stories. In this regard， RAKUGO occupies an important place among the 

Japanese traditional performing arts. 
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はじめに

今，巷では空前の落語ブームだと言われている。その

背景には，落語家をモデルにしたドラマのヒッ トなどメ

ディアの後押し，天満 ・天神繁昌亭 1)という定席小屋の

発足といった理由が考えられる。しかし，それに至った

経緯は，最近のお笑い事情とも関係がある(ちなみに落

語では 「笑し、」であって 「お笑い」とは一線を引く)。

私は，講演などで各地を旅することが多し、。その観客

の大半は， 比較的年配層である。そこでよく耳にするの

は，I最近のテレビにおけるお笑いがよく理解できない」

と言った声である。それは，近年のスポンサーの意向や

視聴率重視からくる 「笑いのスライス化J2)によるもの

と考えられる。この点から言えば，お年寄りなどは，ゴー

ルデンタイムの枠からははっきり捨てられているのが現

状である。

しかし，落語家の多くは， I面白ければいしリ「受けれ

は、いいJI売れて何ぼ」という最近の風潮から少し距離を

置いている。落語家の多くが最も大事にするのは，I後昧

のよさ」や 「笑いの質」 である。落語は人聞の心理を描

いたものであり，大げさに言えば，人間ドラマである。

*大阪青山大学客員教授

したがって，人聞をどう見てどう描くかが，大変重要に

なってくる。落語がブームにな った背景には，この 「人

聞をどう見るか」というスタンスが世間に受け入れられ

たという側面もあるように思われる。

落語を辞書風に定義するなら，1一枚の座布団の上で一

人の演者が左右にカミシモを切りながら複数の登場人物

を描き分け，その登場人物の台詞で物語を進展させる芸」

ということができる。その定義に則っていれば，どれも

これも落語であるといえるが，ここでは，上方古典落語

に現れた登場人物の典型に焦点をあてて，落語が人聞を

どう見ているかといった，その眼差しの特徴について考

察していきたし、。「明馨丁稚JI佐々木裁きJI鋳掛屋JI道

具屋JI子誉めJI青菜JI厩火事JI豊竹屋JI昭和任侠伝」

「ぜんざい公社JI河童の皿」といった十二の演目の中に

それを探ってみたい。

I 子ども「大人の眼差し」
落語に出てくる子どもの多くは，素直で屈託のない子

どもばかりである。彼らは，時に大人を打ち負かすこと

もあるが，そうすることで相手を困らせて喜ぶことは
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あったとしても，それは腹黒い気持ちからくるものでは

決してなし、。すべては罪のないところで終っている。落

語家が子どもを描く時は，とにかく無邪気に可愛く表現

しようとするが，この時子どもだけそう描いたとしても，

それだけでは不十分である。親や周りの大人たちが彼ら

に対してどういう態度で接するか，この辺りの描き方が

とても重要になってくる。つまり落語の世界の中の親や

周りの大人が子どもへどのような眼差しを注いでいるか

を描くことによって，観客の脳裏に結ばれる子ども像が

決まってくる。

子どもが登場する日出の多くは，子どもが主役として扱

われることがほとんどある。ここでは，親や周りの大人

たちがその子どもにどのように接するかを分析すること

によって，落語が子どもにどのような眼差しを向けてい

るかに注目してみたし、。落語の中の子どもが生き生きと

しているのは，その世界のコミュニケーションが上手く

いっている証しであり，大人たちの了見もよいからであ

る。

みようばんでっち

( 1 )明馨丁稚 3)

上方落語には，船場の商家を舞台にした 「丁稚もの」

と呼ばれる作品が多い。「明馨丁稚」もそのひとつである。

その家の奉公人である丁稚の定吉は，歳にして七，八つ

である。今で言うなら小学生の一年生か二年生といった

年頃である。まず主人が丁稚を呼びつけて， I先ほどお前

に言いつけておいた金魚鉢の水は替えてやったかいな」

「へえ，替えておきましたJIで，どこの水を入れてやっ

たなJIへい，あの ドウコのJI胴壷といやあ湯と違うか」

「へえそうでおますJIで，金魚、はどないしてますなJI結
構な風呂がでけたなあてな顔してええ具合に横になって

寝てはりまJIそら何をするのじゃ。殺してしまいやがっ

てどもならんな。何故私の言うたように井戸の水を入れ

てやらんJIへえ，井戸の水を入れてやろうと思てたんで

んねんけど，うちの井戸濁ってもうてどろどろだんねん」

「どもならんなO うちの井戸は浅いもんやさかい， 雨が

降るとすぐに濁ってしまうでなO・・薬屋の大将が言うて

なはった。井戸の水の濁ったんには明馨を入れてやると

すぐに澄むてな事を聞いてるでな0 ・・ そや，おまはん，

これから横町の薬屋へ行て明饗を買うできなはれ」

定吉は主人に頼まれて明馨を買いに出ます。ところが，

途中お向かいの丁稚仲間に会うて今晩の芝居行きを思い

出し 「今晩楽しみ，今晩楽しみ・・・J，薬屋へ着くと「今

晩おくれJI ~ 、え ， うちにそんなもん置いてまへんでJIえ

えない?・-薬屋になかったらしょうがなし、。ほなまた

来るわ」・・・ I_E:I_さん，行て参りましたJIああご苦労ご

苦労。で，どやったなJIへえ，そんなもん置いてまへん，

ちゅうてましたでJIええない?薬屋にないてなことはな
いねやが・・・で，おまはん何ちゅうて， 言うできなはっ

た?J Iへえ今晩おくれJI今晩?ょうそんなスカタン聞

いてきたな。違う違う。私の言うたんは明馨じゃJIああ，
一晩違し、で売てくれなんだ」。

この日出の冒頭部分に丁稚が旦那をからかうシーンや，

水と湯と間違って鉢の中の金魚を殺してしまうといった

件が出てくる。ここでの旦那は，叱りはするものの決し

て本気で丁稚を怒ることはしなし、。旦那の丁稚に対する

態度は，どこまでも 「しゃあないやっちゃ」けど「可愛

いやっちゃ」といった態度で一貫している。丁稚を可愛

らしく見せるには，_E:I_那をはじめとする周りの環境の丁

稚に対する眼差しゃモノ言いが大切になってくる。丁稚

がどういう性格の子どもかを観客が推し量り，どのよう

な子ども像を脳裏に描くかは，その丁稚を取り巻く環境

の物言い次第で決まってくる。言い換えれば，丁稚に対

するE那をはじめとする周囲の大人の眼差しは，こうし

て観客の眼差しへと転化される。また，_E:I_那が丁稚に対

し優しい眼差しで演じれば丁稚の演じようも自然と可愛

らしく受け答えするようになる。子どものちょっとした

言動に対して頭から叱りつけるのとそうでないのとで

は，子どもの受け答えが全く変わってくるわけである。

落語が現実に肉薄してし、く道筋が， このようにして確保

される。

また，I自分の顔は相手に映る」などと言われるが，子

どもは相手に対する利害関係がない分，反応も素直であ

る。温かい眼差しには熱い眼差しで返し，煙たい眼差し

には白けた眼差しで返してくる。こちらが口をとんがら

せて喋れば，子どもの顔も'撫然とした表情になる。落語

の中の子どものほとんどが無邪気で屈託ない憎めない存

在に描かれているのは，周りの大人の彼らへの接し方の

演技によるところが大きし、。子どもを演じる際に当の子

どもばかりを可愛く演じたのでは不足であるというの

は，まさにこのような理由による。

( 2 )佐々木裁き 4)

この日出の背景は，江戸の末期嘉永年間である。その頃

は，役人の賄賂，まいない，袖の下というのがあまりに

ひどい時代であった。そこで，名奉行の誉れ高い大阪の

西町奉行佐々木信濃守が大阪に赴任してきて，早々，家

来を一人連れてのお見回りを始めた。長堀というところ

までやってくると，子どもたちが集まってお奉行ごっこ

に興じている。遊びとはいえ，その子どもたちの一人が

あまりに見事なお裁きぶりを見せていることに奉行はい



たく感心し，その子どもどもを町役付き添えのうえ奉行

所まで連れてくるようにと家来に命じる。 一方，これを

聞いた長屋の方では，1きっと奉行ごっこがお奉行様のカ

ンに触ったに違いない」と大騒ぎになる。「もし，あんた

とこの停の四郎吉ちゃん，今日は首が胴には付いて戻ら

んで」。これを聞いて桶屋を営むお父つあんも真っ青にな

りながらも，町役ら共に当の子どもを連れて西町奉行に

やってきた。さっそくお裁きが聞かれると，奉行は一段

高いところから子どもに声を掛ける。「四郎吉とやら，そ

の方余の尋ねること，伺なりと答えてくれるかJIよろ し

おますけど，あんさんそない高いとこ座って，わたい下

の方にいてまっしゃろ。位負けちゅうのがしまんが。そっ

ちの方へ行かしてもうたら何なりと言わしてもらいま

すJIさし許す，こちらへ参れ」

奉行の横に座った四郎吉，あとは奉行に言いたい放題

であるoIその方，与力の身分を存知おるか」と いう奉行

の問いかけに対しては，起き上がりこぼしを転がせて「こ

の通りでおますJIこの通りとは ?J Iとかく身分の軽い

もんだんねんけどな，下にお上の御威光ちゅうて重りが

ついてまっしゃろ。そやさかいピンシャンピンシャンし

てまんねん。けど踏んだら直に潰れる骨のない奴ばっか

りJI何という事を申す。ではその方，与力の心意気を存

じおるか」今度は天保銭という穴の聞いたお金に紙経り

を通し，それを起き上がりこぼしのお腹へ括り付けて転

がし「この通りでおますJIこの通りとは ?J Iとかく金

のある方へ傾くわ」このような痛烈なお上批判=風刺が

繰り返される。

落語は，言うまでもなく ，ある種のメッセージを伝え

る表現方法のひとつである。つまり，落語は，作者の何

らかの思いを反映している。その中には，世の中への提

言や抗議といったメッセージもある。しかし，皮肉めい

た事柄は，少し言い方を間違えただけでとても後味の悪

いものになってしまう。こう いう事はできるだけ憎めな

い無邪気な人聞に言わせた方が，毒もオブラ ート に包ま

れていくぶんか和らぐというものである O そんな理由か

らか，落語では子どもに毒を吐かせる場合が実に多い。

落語家がこの日出を演じる時，最も心掛けなければなら

ないのは唱の要所は「とにかく屈託ない子供に描く」と

いう事である。「この子供は別に大人を打ち負かそうと

思って言ってるのではなし、。悪気なく痛烈なことを言う

からいい」。ここでは同時に，奉行に懇願する父親の姿も

描かれる。「子供のこっておまっさかい，どうか命だけは

お許しを」と親はもう半泣きである。 一方，奉行の方も，

「んんん ・・してやられた」と最後はあっさり子どもの

頓知に軍配を上げて負けを認める。ここで無礼討ちにし
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たのでは， この日出はまるで成り立たない。また， このH出

において，たいていの演者は，特に下げらしい下げをつ

けず 5)，I後にこの子が名奉行と出世を致しましたとい

う，佐々木裁きというお噂でございました」というハッ

ピーエ ンドで終らせている。

封建社会という世の中にあっても，少なくとも落語の

世界においては，子どもだけは聖域である。「子どもは何

を言おうが罪のないもの」という考え方で一貫している。

廻りの大人たちは四郎吉の態度にハラハラしでも，決し

て怒鳴りつけることはなし、。怒るというよりも，呆れや

心配が先で、ある O 特にこの桶屋の父親は，自分の身や立

場などはどうでもよく，子どもである四郎吉の身だけを

案じている。観客はそういう親の感情に同化することで，

物語に入り込んでいく。風刺の世界の中に，親子の情愛

というものが見事に描かれている。このような情愛は未

来永劫決して揺らぐことがないし，忘れてはならないも

のである。また，人がそんな優しい気持ちを忘れかけた

時でも，ふとこんな落語を聞けば，本来あるべき親子の

情愛を思し、出すに違いなし、。そのことは，子を持たない

大人であっても同様である。なぜなら，人は必ず人の子

であるからである。「落語を聞くことで人は優しくなれ

る」といわれるのも，そういう処からきている。

いかけや

( 3 )鋳掛屋 6)

舞台は，とある下町である。鋳掛屋が往来で仕事をし

ていると，近所の悪ガキがやってきて鋳掛屋をなぶりに

かかる O

「おおい，吉ち ゃん，竹ゃん，梅ゃん，松ちゃん，お

う皆来い，皆来い，向こうに鋳掛屋のおっさん仕事しと

るやろ。向こう行ったろo • .・ 鋳掛屋のおっ ーたーん」。

鋳掛屋は「こいつらと相手なってたら仕事なれへん」と

ぼやきながら「あっち行け行け」と追い払おうとするが，

そんな事を聞く悪ガキらではない。鋳掛屋の都合などお

かまいなしにしきりに話しかけてくる。また，それを無

視するどころかついつい相手になってしまう鋳掛屋の姿

が描かれる。なかでもちょっと舌が廻りにくい子供が一

生懸命になって話しかけてくるが，その子に対しでも「お

前はな，他の子と同じように喋られへんさかい，お前は

ゆっくりゆっくり，おっちゃん，仕事やめて聞いたげる

さかい，言うてみ，ゆっくり」。困りながらも，ぼやきな

がらも，子どもの話をじっくり聞いてやろうとするそん

な人のいい鋳掛屋であるが，子ども相手についムキにな

る事もある。「おったん，金槌貸してくれやJIこんなも

ん借りてどないするんじゃJI石ほじくるんじゃい !JIパ

カヤロウ !! J。こ こは大声の怒鳴りである。「金槌とい
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うたら，鋳掛屋で一番大事な道具じゃ。それで石ほじく

られてたまるかい，アホ」。

鋳掛屋のおっちゃんは，子どもに親身になって付き合

う。しかし相手が子どもだからと言って常に大人ぶる

のではなく ，子と もに対し同等に言葉をぶつけていく 事

だつである。ここでは，ただの悪ガキたちも，鋳掛屋の

ありようによって実に微笑ましい光景として描かれる。

ある学校の教師から， Ir鋳掛屋」という日出は素晴らし
い人情日出でんなあ」と言われて，私は当初どういうこと

だか全く腕に落ちなかった。鋳掛屋という拙は，本来爆

笑を誘う日出である。それが人情日出とは一体どういうこと

なのか。じつは，その教師の次の言葉で合点がいった。

「授業で春団治師匠のこの日出をビデオで見せたんです

よ。そしたら泣いてる生徒がいたんでどうして泣くのか

聞いてみたら，r鋳掛屋のおっちゃんてホンマにええおっ
ちゃんや。こんなおっちゃんが近所におってくれたらよ

かったのに』と言って泣くんです」。当代春団治の芸ゆえ

そう思わせた点もあるだろうが，この生徒の感性もなか

なかのものである。

近頃は「どうせ，俺の話なんか誰も聞いてくれへんわ

い」と思わせている大人にも責任がある O そうやって一

度作られた殻はなかなか破れないものである。「鋳掛屋」

のおっちゃんのような大人が不在だということが，今の

哀しい現実と言ってよし、。鋳掛屋の態度は，見ようによ

れば「大人げない」と言われる部分もあるかも知れない

が，時と場合によっては，そういった大人げなさもコミュ

ニケーションの取り方のひとつである。それは，大人と

子どもとの聞の垣根を取り払った，率直で対等な人間相

互の信頼関係を生み出すものでもあるからである。

E 喜六「上方落語におけるアホ」
上方落語において トップスタ ーといえば，まず名前の

挙がるのがこの「喜六」という男である。名前と言って

も別に固有名詞ではなく，市井のどこにでもいるような

ちょっとおっちょこちょいで憎めない愛すべき男を， 上

方落語ではたいていこの「喜六」という名で登場させて

いる。落語の世界の彼の位置づけは，まさに道化的な役

回りにある。喜六は，東京の「与太郎J7)と比較される

ことがあるが，I与太郎」とは全く違ったキャラクタ ーで

ある。確かに， I与太郎」が「馬鹿だ，間抜けだ」とされ

る点においては同様であるが，1喜六」の場合はそこに「抜

け目のない」という性格が加わる。喜六は，日出によって

多少の違いはあるものの，1おっちょこちょいで，アホで，

それでいて少々の知恵としたたかさがあり，でも憎めな

い愛すべき奴」という ことになる。東京の「与太郎」と

決定的に違っているのは，I与太郎」が全く欲を持たない

人物なのに対し「喜六」は結構欲のかたまりであるとい

う点である。「喜六」は，いつも小遣い稼ぎや仕返しのた

めに行動したりする。だが，I与太郎」にはそれがない。

ところで，落語は人間の心理の動きを描いたドラマで

ある。ある男がある目的のために行動すると，そこにド

ラマが生まれる。つまり，何か目的がなければドラマの

主人公にはなり得なし、。したがって，欲のある「喜六」

は日出の主人公になれるが， I与太郎」は附の中心にいたと

しても主人公にはなれなし、。「与太郎」は周りにいじられ

たり関わることで存在感を示すという，あくまで脇役の

存在である。

また， I喜六」は，落語の世界のみならず現実にどこに

でもいそうな人物である。だから世間は，彼のことを身

近に感じ，受け入れやすし、。大阪の人間なら当たり前に

日常で使われている「アホゃなあ，お前は」という言葉

には，Iしゃあないやっちゃあ，けど愛すべき奴」という，

温かいニュアンスが底辺に流れている。また，そんな愛

情ある一言を一身に背負っているのが，この「喜六」と

いう男である。

「喜六」は，道化役という役回りゆえ一番間抜けなこ

とを言い，スカタンすることも多し、。しかし，本人は常

に大真面目に生きている。スカタンも決して相手を笑わ

せてやろうという魂胆ではなく ，大真面白に行動してい

るのだが，いつもそうなってしまう。そこに，滑稽なお

もしろさが生まれる。落語は，芸という性質上， そこに

作為というものがあ って当然であるが，演じる側にとっ

て「喜六」の作為のないスカタンをし、かに作為のないよ

うに伝えるかが一番難しいところである O そのことは，

「喜六」のみならず他の登場人物すべてに言えることで

ある。 附の笑いのボルテージを上げることも，観客に落

語という想像の世界でいかに心地よく遊んでもらうか

も，ひとえにこの作為を感じさせないという一点にか

かっている。具体的な噺のなかで見てみよう。

どうぐや

( 1 )道具屋町

おじさんから小遣い稼き、になるからと道具屋の夜届出

しの仕事をまかされた喜六は，大阪の坂町にやってきた。

足の欠けた扇風機やらヒビの入った花瓶やら首の抜けた

雛人形，火事場で拾った鋸 ・・・ ほとんどろくな商品な

どないが，それでもお客はやってくる。「おい，道具屋。

この短刀には銘はないのか?J Iへ?J Iだから，この短

万には銘はないのか?JIへえ，姪はいてまへんけど天下

茶屋に甥が ・.J I誰がそんな事聞いてる。名前を聞いて

おるのじゃJIあの，喜六と言いますJI誰がお前の名前



聞いてんねん。万の名前じゃJIそらおまへんJI無銘か。

いやいやこういう中にかえって掘り出し物があったりす

る0 ・・ (鞘を抜こうとして)固いな，これは。よし，お

前そっち持って，両方から号|っ張るさかい ・・ (二人で鞘

を抜こうと引っ張りゃいをしながら)んん ・-固いな」

「かとおまっしゃろJI抜けへんなJI抜けまへんやろ」

「何でこないに抜けへんJI木万でんねん」

木万と知っていても必死に抜こうとする喜六は，別に

相手を笑わせてやろうという魂胆など微塵もない。彼は，

いつも大真面目である。「こら，木万抜いてどうすんねん」

「いや，あんまりあんたが必死に抜こうとするさかい，

ひょっと抜けたら中から何が飛び出してくんねや知らん

と思て」。実に好奇心旺盛，どこまでも天真嫡漫な男であ

る。

また，別のお客が笛を買おうか買うまいか思案するが，

その笛があまりに挨だらけで汚いので，ぼやきながら笛

に指を突っ込んで掃除を始めた。しつこく掃除をするう

ちとうとう指が抜けなくなってしまった。男は喜六に気

づかれないように何とか抜こうとするが，なかなか抜け

なし、。ついには顔を赤らめながらウンと踏ん張ると，喜

六が 「あの，どないしなはった」と声をかけるoI抜けへ

んようになってしもた」とお客が言いう。「いや，そら困

りまっせ。わたいもうぼちぼち匝畳んで帰ろうか知らん

と思てたんやO あんた，笛と一緒にわたいの家まで付い

てきてもらうわけに行かずJI・・・ 何ぼやJIへ?J I何

ほ、や，ちゅうねんJI買うとくなはんの?J I抜けへんも

んしゃあないがな」。 お客は半ば半べそになっています。

すると今度は喜六が嬉しそうに元値を書いた帳面を調べ

る。「笛，笛，笛 ・・ あった。三銭。・・ 安いなあ ・-今

日はまだ何も売れてへんねん。帰りにキュッと一杯やり

たいし ・・ そやお母ん，下駄欲しいちゅうてたo.・一円

五十銭JIおいこら待て。こんなもんサラで買うても十銭

までや。それを何やて， 一円五十銭。この餓鬼ゃ，人の

足元見やがってJIいえ，手元見ておりますJ9) 

「喜六」はなかなか抜け目のないしたたかな男である。

相手の不利につけこんで金を取ろうとする欲どおしい一

面を持っている。しかし，聞いてるお客は，彼のことを

↑首らしく 思、ったりはしなし、oi皮は，どうしたって'憎めな

い男である。

ところで，東京の立川談志がこんなことを述べてい

る 10)。

「私の惚れている落語は，けっして 『笑わせ屋』だ

けではないのです。お客さまを笑わせるというのは手

段であって，目的は別にあるのです。なかには笑わせ

ることが目的だと思っている落語家もいますが，私に
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とって落語とは 『人間の業』を肯定しているというと

ころにあります。「人間の業」の肯定とは，非常に抽象

的ないい方ですが， 具体的にいいますと，人間，本当

に眠くなると「寝ちまうもんだ」といっているのです。

分別のある大の大人が若い娘に惚れ，メロメロになる

こともよくあるし，飲んではいけないと解っていなが

ら酒を飲み「これだけはしてはいけない」ということ

をやってしまうものが，人間なのであります。こうい

うことを，八つ あん，熊さん，横町の隠居さんに語ら

せているのが，落語なのであります。(中略)落語のな

かには，人生のありとあらゆる失敗と恥ずかしさのパ

ターンが入っている。落語をしっていると，逆境になっ

た時にすくわれる。すくなくとも，そのことを思いつ

めて死を選ぶことにはなるまい，と私は思っている」。

聖人君子とは対極にいる欲とおしい喜六を，愛すべき

人間として落語界の トップスタ ーとして祭り上げている

ところに，落語の落語たる所以がある。ただし，この欲

どおしさも笑える範囲でないといけなし、。誰しもがどこ

かに持ち続けている欲どおしさなど愚かしい部分，それ

らをさらけ出しているからこそ，人は喜六に共感を覚え

る。喜六を認めるということは，自分が愚かな存在であ

ると認め，また相手の愚かさをも認めるという事に繋

がっている。談志師匠の言うように， I人聞は本来愚かな

ものですよ」と教えてくれているのが落語である。人は

聖人君子を尊敬し理想としながらも，こういった愚か者

を心のどこかで愛しているものである。

( 2 )子誉め 11)

甚兵衛さんのところへ行くとタダ酒にありつけると聞

いた喜六は， 喜び勇んで甚兵衛さんのところへやってく

る。すると甚兵衛さん，I実はわしの知り合いが灘の方で

造り酒屋をやっている O そらお前，ナダとタダを聞き間

違うたんと違うか」。 けれども喜六もひるんではいない。

「さよか，けどナ夕、もタ夕、も仮名で書いたらちょ っとの

違いや。一杯呑ませ，気の汚L、JIどっちが汚いねん」。

しかし，そこは気のいい甚兵衛さんのこと，ただ酒にあ

りつける方法を喜六に伝授する。「あのな。酒の一杯も呼

ばれようと思たらべんちゃらのひとつもせんならん。例

えば，四十五の人に出会うたら「四十五，とはお若う見

える。どう見ても厄そこそこ」という具合に年を二つ三

つ若う言うた らええねん」この手でいけばいくらでもた

だ酒にありつけるというのである。喜六はさっそく甚兵

衛さん宅を飛び出して実行するのだがなかなか上手くい

かない。最後に，赤ん坊が生まれた友達の家にやってき

た。「なあ竹ゃん，うまいこと，この子供誉めたら一杯呑

J. Osaka Aoyama University， 2008. vol.l 
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ますかJIそら一杯でも二杯でも呑ましたるがなJIさよ

か ・・ おい，この子いつくやJI生まれたての子供や。一

つに決まってるがなJI一つ，とはお若う見える。どう見

てもただとしか見えん」。

この日出では喜六はただ酒にありつくという目的のため

に行動をおこしている O 人が行動をおこす時には，何か

しら目的なり欲望なりが付きまとうものである。何か得

たいと思うからこそ，わざわざ行動を起こすのである。

また， この日出では 「誉める」というのがキーワードのひ

とつになっている。人は， 誉められると単純に嬉しがり

喜ぶものである O 人間のもっそうした本音の部分，談志

師匠のいう業を肯定するところに温かい笑いを誘うのが

この 「子誉め」である。そして，その業をさらけだして

生きる喜六に温かい眼差しを向けているこの演目は，ま

さに上方落語の一品といってよい。

皿 夫婦「腐れ縁な人々」

落語に登場する夫婦といえば，その多くが長屋の住人

である O 長屋といえは、，家賃が払えないほど困窮してい

る住人も住んでいるが，彼らはさほど困窮している様子

もなし、。女房はしっかり者でたくましく ，夫は頼りない

者と，落語における夫婦の構図は大体そういうふうに相

場が決まっている。落語はその発祥以来，男が作って男

が演じてきた。そういった経緯から見て，そこには男の

願望のようなものが含まれているように思う。つまり，

落語に描かれているしっかり者の女房というのは，男の

願望が少なからず含まれている 。 I ~ 、ゃあ ， うちでは女房

の尻に敷かれてましてね」とぼやく男性の多くは，まん

ざらでもなさそうな表情をしながらそう語る。

あおな

( 1 )青葉 12)

夏の夕暮れ時である O 仕事を終えた植木屋さんに主が

声をかける。

「これからわしは一杯やろうと思うねやがよかったら

植木屋さんも一緒にどうやいなJIし、やもうわたいは酒と

聞いたら目のない方でJIそうか。実は井戸に柳陰 13)を

冷やしてあるんやがJI柳陰!こらもう昔は大名酒てな事

いうてお大名さんしか飲まなんだお酒ゃそうで」。調子の

いい植木屋さんに主はすっかり乗せられ上機嫌でどんど

ん酒や肴を勧める。「これ奥や。今植木屋さんに青菜を食

べたいと言うんで堅う絞って胡麻でもかけて持ってきて

おくれ」。 ところがその青菜がなかった。そこでここの奥

方が両手をついて， I_e_さん，今鞍馬から牛若丸がいでま

して名も九郎判官」。 これは「名(菜)を食らうほうがんJ，

菜は食べてしま ってない，の酒落である O 旦さんもそれ

に対し， I義経， 義経」。つまり，ょ っしゃ，ょっしゃの

酒落で返す。お客の前で不粋なことはできることなら言

わないでおこうというこの工夫に，植木屋はいたく感心

してさっそく家に帰って同じように試みようと女房に，

「おい，お前ら，あんなことょう言うか?Jと相談する O

すると女房は， Iそんな事おいどの穴で言うたるわ」。 ど

うも旦那の奥方と長屋に住む植木屋の女房では勝手が違

う。それでも植木屋は，まもなく 友達の留公が来るのを

幸いに自分も旦さんと同じように言おうと女房を言いく

るめる。そして準備万端にことを運んだのだが，肝心の

ところで女房が 「名も九郎判官，義経」と植木屋の台詞

まで言ってしまう。困った植木屋が 「うーん，弁慶にし

ておけ」。

普段夫に文句ばかり言っていても「押入れに入ってまで

夫のしょうもない趣向に付き合うてやろう」というこの女

房はかなり健気な女性である O 夏の暑い盛りに，汗と壊

まみれになって押し入れから出てきた女房の姿を想像し

て，観客は笑う。「ゃれ」と言われたらどんなしょうもな

い事でも亭主に付き合ってやろうというそんな女性に，

男性は憧れを抱く 。こんなところに，I男がつくって男が

演じてきた」 芸能としての一端を感じることができる。

うまやかじ

( 2 )厩火事 14)

この日出に出てくる夫婦は，髪結いの女房とその亭主で

ある。女性が今ほど社会進出を果たせていなかった時分，

髪結いは女性の花形の職業であ った。こういう収入の多

い女房には，何故かぐうたら亭主がつきものである。そ

こで， I女房の稼ぎをあてにろくに働かない亭主」 のこと

を 「髪結いの亭主」 などと言った。

さて，ある日髪結いの女房が仕事で疲れて帰ってくる

と， 亭主がカンカンになって怒っている O

「こんな遅くまで何しとんねん」。 女房にしてみた ら，

「お疲れさん」の一言も言って欲しいところである。日

頃の欝憤もあ って，勢い余って近所に住む亭主の兄貴分

のところに駆け込む。この兄貴分は昔亭主を居候させて

いて， 二人にと っては仲人のような存在である。

「お兄さん，うちの人，あての事ホンマに好いてくれ

てまんねやろか。あてはあの人の本心が知りたいんで

す」。 そこで兄貴は， I確かに人間というものは口と腹は

別もんやし分からんもんや。そこでどや，お前んとこの

竹の奴，そんなにその焼き物，茶碗を大事にしてるねゃっ

たら，それを竹の前で洗うふりかなんかして割ってしま

え。もし，竹がお前の身体のこと，怪我でもしてへんか，

気にしてくれるねゃったらまだお前に惚れてる。逆に『茶

碗，茶碗』て茶碗のことばっかり気にするようではこ ら



もう脈がない。竹の前で茶碗を割ったら本心が知れる」

さっそく女房は家に帰って茶碗を洗おうとすると，亭

主は「おい，そ ら俺の大事な茶碗や。手をかけたらし、か

ん。汚れてるのがまた値打ちやさかい」と慌て始める。

そこで女房はわざと落として茶碗を割った。すると亭主

が 「おい，お前怪我でもしてないかJI茶碗，割ってしも

たJIしゃあない，そらまた買うたらええわ。それよか指

を怪我したとかないやろなJIえ?あんた，そんなにあて

の事心配してくれるのか?JI当たり前ゃないかい。お前

に怪我でもされたら明日から遊んでて酒が呑まれへん」。

これは見事なドンデン返しの下げとなっている。

ところで松竹新喜劇にも同じように 「髪結いの亭主」を

扱った話がある。これも立川談志師匠の著書に詳しいが，

「銀の箸」という芝居がそれに当たる。女好きの亭主は女

房の収入をあてに，毎日暮らしている。おまけにあちらこ

ちらに女をつくってなかなか家に帰ってこない。しかし，

女房はこの男が好きでたまらない。エンディングでは，こ

の男がよその女に手を出したがえらい目にあい，結局女房

の元へ帰ってくるという結末を迎える。「やっぱりお前が

一番やJIあんたあ」。夫婦がひしと抱き合いながら幕が下

りてしぺ o.・・おそ らくたいていの女性はこれを聞いて

「けっ，アホらし」と思うにちがいない。

立川談志によると，ここに落語と新喜劇の決定的な違

いが現れているという。また，立川談志は，先にも述べ

たように， I落語は業の肯定J15)であると言っている。つ

まり落語とは， I人間というものはしてはいけないと分

かっていてもついしちまうもんなんだ」という人間の業

を認めたものである，という主張である。あくまでハッ

ピーエンドで幕を下ろす松竹新喜劇と業をさらす落語の

違いがよく分かる一例である。

とよたけや

( 3)豊竹屋 16)

何でもかんでも色んな芸に手を出して，結局どれも中

途半端に取り組むことを 「芸をかじる」と言う。ここに

紹介する豊竹屋節衛門さんは，大変な義太夫好きである。

ただこのお方の変わっているのは，何か決まったものを

きっちり語るというのではなく，見たもの聞いたものを

即席に浄瑠璃にしてしまうという点にある。

今日も朝の早くから風呂屋に行き，湯船につかって義

太夫を捻っているが，とうとうのぼせてひっくり返って

しまった。家に帰れば，女房が 「早く朝ごはん食べてし

まいなはれ」。 すると節衛門さん 「して女房，今朝のおか

ずは」と義太夫調で返事をする。「今朝のおかずで鮭の焼

いたんに味噌汁でんがJI何ぃ今朝は鮭に味噌汁となあ，

んふ，たはあ」と，何でも義太夫で返す。そこへ口三味
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線が得意だというかりん胴八という男がやってくる。聞

けばこの男も即興が得意だとし、う。意気投合した二人は，

ジョイン卜をすることになった。即興浄瑠璃と即興口三

味線のコラボレーションである。「蜜柑のようで蜜柑でな

い。檀のようで燈でなし、。それは何かと尋ねたらJI金柑，

金柑， 金柑・・・JoIあれあれ向こうの棚にねずみがみ
ちゅいで，またみちゅいでて，むちゅまじく，一つのお

餅を守|いでし、く 。餅は小さし、か大きいか」すると今度は

ねずみが 「ちゅ う，ちゅう，ちゅうちゅうちゅうJoIさ
すが節衛門さんとこのねずみ， うまいこと弾きはりまん

なJI ~ 、え，ほんのかじってるだけでおます」。

落語家は，その話を演じる時，何かし らそこに気に入っ

たフレーズを見つけるものである。この日出では，節衛門

さんが味噌汁の椀を手に， I味噌汁絹ごし豆腐，煮干しの

頭の浮いたるはあやしかりける ~J と稔りながらお椀を

ひっくり返す場面がある。それで女房が布巾でもって昧

噌汁のひっくり返ったお膳を拭くが，その時女房がポ

ソっとこうつぶやく 。「何でこんな人と一緒になったんや

ろ」。これは，私がとっても好きなフレーズのひとつです。

ぼやきながらもこの内儀さんは，夫のことが決して嫌で

はなし、。夫に 「ホンマしゃあない人ゃな」というまるで

我が子を思うような愛情が見えかくれしていている。こ

うして見ると， I塀天下」は 「母性愛」の裏返しのように

思われる

町小市民「理不尽に耐える人々」

「小市民」という言葉は古典落語にはなじまなし、かも

知れなし、。ここで紹介するのは，いわゆる新作落語の類

である O

桂春蝶 17)は，いくつかの落語を創作したり，またそう

いった新作をたくさん演じた。春蝶はもともと銀行のサ

ラリーマンであった。毎日の通勤や同じことの繰り返し

に嫌気がさして，落語家に転向している。師匠は，大阪

は日本橋の下町の生まれである Oーサラリーマンとして，

社会人生活を送っていた。同僚と酒を呑みながら上司の

愚痴を言い合うこともあったかも知れなし、。そういう

ベースがあって，あの一連の新作落語である。春蝶の描

く「小市民」を眺めることで，落語の特質が浮き彫りに

なってくる。落語はその時代，そこら辺にいたフツーの

人々，つまり市井の人々を描くことで成り立っている。

今で言うならさしずめ，これから述べる 「小市民」に匹敵

する。春蝶が演じた新作落語の世界に目を向けてみよう。

しょうわにんきょうでん

( 1 )昭和任侠伝 18)

任侠映画にはまり任侠の世界に憧れるが，まるで腕力
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がないといった小市民のお咽である。

男が風呂行きの途中，後ろから一人の女性に呼び止め

られる。 「お兄さん，風呂行きのお兄さんJIへっ，あっ

しの事でやすかい」男がじんわり後ろを振り返ると，そ

こには絶世の美人が立っている。「うわあ，ええオナゴゃ

なあo.・ ちょっと待てよ。こういうシーンは映画でもよ

う見るで。わいが高倉健で向こうが藤純子0 ・・ けど，こ

ういう時にジャラシャラしてるようではあかん。こうい

う時はスバッと断ち切って。それでこそ男の道，任侠の

道ちゅうやっちゃ。・・おっと姉さん，寄っちゃいけねえ，

このままそっと行かしてやっておくんなせえ」。すると件

の女性が 「石鹸落としてますよ」。

さて，風呂屋に入ってそこで目にしたものは，見事な

彫り物であった。「そやそや。そういうたら高倉健もどっ

と背なで吠えてる唐獅子牡丹。 ・・ そうか任侠の道は彫り

もんやO わいも明日入れに行てこましたろ」。 次の日，彫

り物師のところへやってきて上半身裸になってそこへ横

たわる。「ええか。彫りもんちゅうのは『我慢」ちゅうぐ

らいのもんやO少々痛いけど辛抱せないかんでJIへ心得

ておりやす ・・ んん，んん ・・・少々の事で音を上げた

りするようなあっしじゃございやせん」顔を赤らめて耐

える男に彫り物師は「まださすってるだけや」。 ことごと

く任侠の道を閉ざされた男が家に帰り「この世の中，右

を見ても左を見ても真っ暗闇じゃござんせんか」と言う

と，母親が 「アホ，今停電じゃ」

昭和任侠伝は，恥ずかしさの連続である。私も講演で

地方に行くことが多く，たまに写真に入って欲しいと頼

まれることがある。その時も講演を終えて楽屋を出て会

館のロビーを歩いていると 「すみません，いいですか，

写真JIああ，いいですよ」。 私は何のためらいもなくそ

のグループが並んでる横へ並んで一緒に写真に納まろう

とすると， Iあのう，シャッタ ーお願いしたいんですけ

ど」・-

「昭和任侠伝」に描かれているのは，このようにどこ

にでもいそうな人間である。 言わば，我々同様である。

この日出の背景は任侠映画の流行った頃であり，昭和四十

年代頃に設定されている。だが，今も共感をもって客に

迎えられるのは，ノスタルジーではなく人聞は時代や設

定が変わろうとも人間の本質は何ら変わらないというこ

とにある。

( 2)ぜんざい公社 19)

もしお役所がぜんざい屋を始めたらどうなるか， とい

う唱である。お役所と言えば，誰しも経験があるように，

色々手続きのややこしいところがあって，あっちゃこっ

ちの窓口に振り回される。今でこそサービスもよくなり

「親方日の丸」というような言葉もあまり聞くこともな

くなったが，そういう時代にこの日出は完成している。

「ここがぜんざい公社ちゅうとこゃな。すみません。

ここのぜんざいを食べたいんですがJIあなたが当公社の

ぜんざいをお食べになる。で特別になさいますか?それ

とも並に ?J

「特別てどんなんです?J I特別になりますと，まず和

歌山から小豆を仕入れまして岡山から餅，台湾から砂糖

を買い入れますJIえらい大層でんな。どれぐらいかかり

ますか?J I約三ヶ月JI並でよろしいわJIではこちらに

住所 ・氏名 ・年齢・職業・.J。それから様々な手続きの

ため，あちらこちらの窓口をたらい回しにされる。 「餅は

お焼きになりますかJIへえ焼いとくなはれJIはい。か

しこまりました。ただお焼きになるということになりま

すと消防局の許可が要ります。 三階に消防署の出張所が

ありますのでそちらへ行って許可証をJI・・・ (独り言

のようにつぶやきながら)焼いていらん。焼いていらん。

(少しヤケクソ気味に)生でかじるわJI生で。結構です。

ただ生でお食べになるというと，保健所の許可が要りま

すので六階に診療所がありますので健康診断をJIしも

た。三階にしといたらよかった」。 ようやくの事で食堂に

たどり着いたものの，今度は出てきたぜんざいに汁が

入っていなし、。 「もし，このぜんざい，汁入っておまへん

でJIはい，当方は役所です。甘い汁は先に吸うでござい

ます」

ここに描かれているのも，まさに小市民である。声を

大にして文句を言いたいが，それができずぐっと腹立ち

をこらえてブツブツぼやきながら役所の理不尽に付き合

うところにこの咽の面白さがある O 設定が現実離れして

いるからといって，決してナンセンスな笑いではない。

世の中の理不尽に対して， 堂々と声を大にして反論で

きる人聞はごくごく少数派である。たいていの人聞は，

その理不尽にじっと耐えながら生きている。サラリーマ

ンも，会社や上司の言うことが絶対であってなかなか簡

単には逆らえなし、。居酒屋で文句を言ったところで面と

向かつてはなかなか言えない。そんな世の中の大半を占

める小市民の声を， この日出は代弁している。

以前，私は阪神大震災で被災に遭われた方が住むプレ

ハブ作りの仮設所に慰問 20)に伺ったことがある。家が全

壊したり半壊したりで国がそういう人に補助金を出して

くれる事になったはいいのだが，いざ役所に出向くと本

人を証明するものはなし、かだの，やたら手続きが煩雑

だった経験をここの住人はもっています。国は国でおい

それとお金を出せるものではなくちゃんとした言い分も



あるのだが，着の身着のままで出てきた者にそんなもの

があるはずもなく ，そう いった理不尽を経験してきた人

たちの前で演じたのがこの「ぜんざい公社」であった。

それ以降もこの咽を色んなところで演じてきたが，あれ

以上の爆笑はなし、。その時この「ぜんざい公社」がおお

いに穆憤晴らしに役立ったと確信している。おおまかに

言って，落語は弱者の立場でモノと人を見ている。

かっ lま さら

( 3)河童の皿 21)

一人のサラ リーマンが，在復三時間という郊外に家を

建てた。会社では上司に気を遣い，満員電車でへ トへ卜

になって，ほうほうの態で家に着けば，乱射銃のような

女房の言葉が待っている。それでも郊外は空気もうまい

と自分で自分を慰めながら，煙草を買いに出た道すがら，

夜空に見たものは未確認飛行物体=UFOであった。興味

津々で後をつけていき，そこで宇宙人ならぬ一人の河童

に出会う。河童によると，Iあの円盤はUFOではなく自

分の頭の皿だ」と言う。「近頃は池も廃液やらを垂れ流さ

れて我々河童も住みにくくなった。そこでわしもしばら

くの間人間になろうと思うJIへえ?河童ちゅうのは人間

になれまんのか?JI人聞になるぐらいの事は，ブーJI何

でんねん?J I毘の河童じゃJIしょうもないこと言いな

はんなJIついてはこの頭の皿をしばらくの間預かつて欲

ししリ「分かりました。その代わりええ池見つかったら取

りに来とくなはれや」。サラリ ーマンの男はその皿を預か

ることになり，それから十年の月日が流れる。サラリ ー

マンの男は皿が乾かぬよう水を絶えずやらねばならない

とあって，脱サラして寿司屋になり，今では結構な身分

である。 一方，河童の方は散々で，何をやっても上手く

いかず意気消沈していたが，幸いなことにいい池が見つ

かったとし寸。そこで河童に戻ろうとし寸。苦労話に華

が咲いたあと，河童は，男が丁寧に保管してくれた皿を

大事に持って帰る。「ところでなあJI何でんねん，河童

はんJIお互い辛いもんやなあ，脱サラちゅうのは」

この作品にはサラリ ーマンの何ともいえない哀愁=

ペーソスが流れているO このサラリ ーマンと河童とのや

り取りを演じていると，とても温かい気持ちになってく

る。「しばらくの閉じゃあ，新しい池が見つかるまでこの

皿を預かってもらえんやろかなあJIまあねえ，人間のせ

いで河童が住みにくくなった。へえ分かりました。わた

いも人間の一人だ。ちっとはわたいにも責任おます。わ

たいが責任もって預からしてもらいまひょ」。この人のよ

いサラ リーマンの了見になって演じようとするうち，自

らが優しい気持ちになることができる。現在，落語教室

などいくつかのワ ークショップの講師を担当している

落語の眼差し 99 

が，そこの受講生もまた落語を演じるうちみるみる顔つ

きが変わってきたという事が多々ある。演じるうちに，

登場人物の了見を理解しそこへ近づいたという事であ

る。先に述べた一連の丁稚ものに登場する旦さん然り，

「鋳掛屋」のおっちゃん然りである O 落語には聞く者だ

けでなく演じる者の心の持ち様や顔つきまで変えてしま

う効用がある。

まとめ

( 1 )落語に流れるイズム

落語の登場人物たちは，素晴らしいコミュニケーショ

ン関係のなかに生きている。お互いの思いやりにあふれ，

悪人は一人も登場しない 22)。落語の身上は，I後味のよ

さ」にある。その人物たちに触れることで，人は温かい

気持ちにさせられ，安心して笑っていられる。

落語に触れるには，I聴く 」以外に実際に演じてみると

いった方法も考えられる。落語を演じる上で， Iただ面白

ければいしリではよくない。せっかくいいコミュニケー

ションがそこに存在しているわけであるから，また，聖

人君子ではないものの手本となるべき素晴らしい人格者

がそこにいるわけであるから，そこから学ばない手はな

い。現在，私は主に社会人を対象にした落語教室を展開

しているが，受講生の顔つきが穏やかになったり，明ら

かに落語の影響を受けたであろう痕跡をそこに見出して

いる。落語の登場人物になりきろうと務めることはその

人格を身体に取り入れるという事に他ならなし、。

桂春蝶が亡くなって十六年経った。師の落語には，底

辺に生きる人間への優しい眼差しがあふれでいた。そこ

には，愚かな自分を理解し，愚かな相手を許す落語の精

神が満ちていた。漫才の世界では，スク ール 23)で学び師

匠を持たずにデビュ ーというのが今やごく 当たり前に

なっている。しかし，精神=イズムといった観点から眺

めても，師弟制度というシステム以外に落語の伝承はあ

り得なし、。落語は型以上にイズムが大切である。私は教

壇という師弟制度とは違った伝承の機会を与えられてい

るが，少しでもこの事を伝えていきたいと思っている。

落語の眼差しのありかは，人に優しいところにあると

言ってよい。

( 2 )能「藤戸」が生まれた時代背景

次に，話曲 「藤戸」から得た見解 24)を示しておきたし、。

能と落語の眼差しの共通点に日を向けることで，これま

で考察してきたことが一層明確になると思われるからで

ある。
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能で話われる話を 「話曲」と言う。能の題材は，歴史

上に起こった出来事に求めていることが多し、。その大半

が，非業の死を遂げた人物を主人公に取り上けている。

つまり能は，そういった無念のまま死んでいった者たち

の鎮魂のために演じられてきた。能の題材になっている

中で，例えば菅原道真，俊寛，源義経，源頼政，大原御

幸などは，平家物語に出てくる人物であるが，皆一様に

非業の死を遂げている。言い換えれば.f谷な言い方だが

能は.I勝ち組」ではなく 「負け組」の側に立った芸能で

ある。また，能は史実をもとにしていることが多いので，

その主役も大抵が歴史上の有名人である場合が多し、。だ

が，そうではなく市井の人，例えば一介の漁師とその母

にスポットを当てた物語もある。それが 「藤戸」 という

能である。「藤戸」は歌舞伎にもなっているが，この 「歌

舞伎の藤戸」と 「能の藤戸」を比較することで，芸能の

あり方とそのスタンスの関係が明らかになってくる。

まず，その 「藤戸」という作品が生まれたその背景か

ら眺めてみたい。

今からおよそ 800年前，日本では源平の戦いが繰り広

げられていた。話曲 「藤戸」の舞台は瀬戸内海を背にし

た今の岡山県倉敷市の辺りである。瀬戸内海は今もそう

であるが，小島が点々と並ぶ比較的浅瀬の多い海である。

源氏と平家は海を 500メートルほどはさんでにらみ合い

を続けていた。源氏は船を平家に取られ，攻める方法も

なくただ眺めるのみであった。平家はというと，向こ う

は船がないのだから攻めてはこれないだろうとたかをく

くって，詩歌や管弦に優雅な時を過ごしていた。

そんな時，何とか船を使わずに向こうへ渡る方法はな

いものだろうかと思案していた源氏の家来佐々木盛綱

は， 一人の漁師と出会い，いい方法を教えてもらう。そ

れは先にも述べたように，瀬戸内海は比較的浅瀬が多い

ところなので，深いところはあるものの浅瀬つ、たいに行

けば平氏の陣地に何とかたどりつけるというものであ

る。盛綱は，漁師に短万を与えてそのルート を聞き出す。

しかし，ここで盛綱は恩人ともいうべき漁師をその場で

あっさり斬り殺してしまう。それから盛綱は見事平氏の

陣地にたどり着き味方の勝利へと結びつけた。

さて， ここで問題にしたいのは盛綱が何故漁師を殺す

必要があったのかという事である。それは.I生かしてお

くとおそらく漁師は他人にも同じことを教えるかも知れ

なしリ と考えたからである。当時の戦は，単に勝つとい

うことだけではなく手柄を立てて思賞をもらうことが大

きな目的であった。盛綱にも部下がいる O その部下には

家族もいる。手柄を横取りされるという事は，その多く

の家族をも路頭に迷わせることにつながる。そのため，

盛綱はあっさり漁師を殺してしま ったのである。自分の

部下とその家族という多勢を救い，一人の漁師という弱

者を切り捨てたのである。

( 3 )能が描く「藤戸」の眼差し

大蔵流狂言方の安東伸元 24)は能 「藤戸」に関してこう

いう見解を述べているO

「これは熊本県の水俣に起こった水俣病の事件と比

較すればよく分かる」。 水俣病の原因は 「日本窒素」と

いう日本を代表する巨大企業が出す廃液の中に含まれ

ていた有機水銀による中毒だという事は今ではもう誰

もが知るところである。しかし，水俣病の患者がはじ

めて現れた時は，その患者の数もまだ少数で当の日本

窒素は全く相手にしなかったし，その原因を頑なに否

定した。やがて，患者の数が増えてようやく 国も動き出

したが， ここでもその因果関係は見当たらないとして

裁判は患者の敗訴という事態が続いた。

では何故そのような事になったのか。安東は.Iそれ

は企業の論理である」と言う。当時，日本窒素は水俣

で一番大きい企業であった。当然市民にはそこに勤め

る者も多く ，もし患者の言い分を認めると莫大な補償

金が発生し日本窒素は潰れてしまう。そうなると，日

本窒素に支えられている市民の生活は一変してしまい

皆が路頭に迷うことになる。したがって.I少数派の患

者は切り捨ててしまい，多くの市民の生活を守ろう」

ということになった。これは県や市のみならず国に

とっても，財政的にみても一大事であった。「少数を切

り捨て多勢を守る」という事は今なおいろいろなとこ

ろで、行われている。「お前が死んだら真相は全て閣の中

だ。すまん。会社のために死んでくれ」。 ドラマや映画

でもおなじみのシーンである O 能 「藤戸」に描かれて

いる件においても，佐々木盛綱がやったことと日本窒

素の仕組んだことは全く同じことである。

能 「藤戸」 では，勝利を治め手柄として備前児島を所

領として与えられた佐々木盛綱が，家来を連れてお国入

りをする。そして 「何か困ったことがあって領主の私に

言いたいことがあれば言いなさい」というお触れを出し

た。そこへ一人の老婆がやってきた。彼女は.Iあんたが

息子を殺した」と盛綱に言う。家来はいきり立ったが，

「まあ聞こう」と盛綱は言う。実はこの老婆こそ，殺さ

れた漁師の母親であ った。それから老婆の語りから事の

真相が明らかになっていく 。手にもった蓑を赤ん坊に見

立てて，その子供をどれだけ大切に育ててきたかを切々

と語る。そして最後に.I息子を殺され私も生きる希望を

失った。さあ私も殺してくれ」と盛綱に懇願する。する



と急、に海が荒れて，そこへ竜神が飛び出す。これこそ漁

師の亡霊である。このあと流派によって演出の違い 25)

は多少あるが，竜神はまた海へと戻っていきこの能は終

演する。能は先にも述べた通り，非業の死を遂げた人物

の鎮魂としての性格のとおり，漁師とその母親の立場に

立って描かれている。すなわち，能の世界は， 1殺された

漁師=弱者の立場」で描かれている。

( 4)歌舞伎の措く「藤戸」の眼差しと比較して

次に能と歌舞伎の違いについても述べておきたい。「歌

舞伎」では， この話をどう描いているか。筋立てはほぼ

変わらないが，1歌舞伎」では漁師を切り捨てるシーンで，

「多勢を助けた」というように盛綱をたたえるような演

出になっている。「能」と違うのは「歌舞伎」での ヒーロー

は，盛綱であるという点にある。これが江戸時代封建社

会における美学と繋がっている。「歌舞伎の藤戸」は，当

然「能の藤戸」をもとにつくられているが，支配する側

に都合がいいようにうまく演出を変えている。つまり「ど

うしても斬り捨てなければならない理由があるのだ。御

免」という支配する側の正当性を訴えている。そしてそ

こに描かれる J心の葛藤に観客は涙し，感動を覚え，拍手

を送る。「漁師とその母は可哀想かも知れないがそれも致

し方ない」という考え方に観客を染めていく。そして翌

日のシーンでは，馬に跨り浅瀬を渡る盛綱が格好よく演

じられる。そこでも観客はおおいに拍手喝采を し，幕が

下ろされる。弱者の場に立って作品を描くか，あるいは

支配者の側に立っか。ここに大きな聞きが生まれる。能

と落語は，弱者の側に身をおくことで，共通の芸能スタ

ンスに立っている。落語における「笑L、」は，1強者」が

ひっくり返るから生まれるのであって「弱者」が倒れた

のでは生まれない。

( 5)受容と癒しの眼差し

芸能は，人が作った作品である以上，そこに何かしら

のメッセージを含んでいる。それは観客に少なからず何

かしらの影響を与えるo1何を伝えたいか」ということを

考察することは，舞台人としてとても大切な事である。

「何を笑うかで、その人の性格が分かる」と言われるが，

我々舞台人は，1どういう笑いをお届けするかで社会も変

わる」ということを再認識する必要があるのではないか。

落語は，伝承芸である。師から弟子へと受け継がれて

いくものである O 落語の伝承は何も型は、かりではなく ，

その底に流れる「イズム」こそが落語の生命線である。

ちなみに，この文章を起こすにあたって，何度も春蝶の

音源を聞いてみた。いつ聴いてもそうだが，そこには春
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蝶の「人を見る優しさや思いやり」があふれでいる。つ

いでに言うと，春蝶の師は当代春団治であり，そのまた

上には二代目春団治，初代春団治，七代目文治・・・と

繋がっている。そのはるか昔には仏の教えを布教してま

わった鎌倉時代の説教僧にまでたどり着くことができ

る。落語にはそういった仏の精神がどこか宿っている。

私は過去に 「落語のルーツは仏教である」という提議の

下に釈迦の生まれたルンビニまで落語の旅に出かけたこ

とがある。その思いに今も変わりはない。今回はいくつ

かの落語を登場人物に焦点をあてて紹介し，そこに宿る

落語の精神や人の見方，また人はどうあるべきかという

点について考察してきた。その落語の眼差しは，一口で

いって，人間に対する受容と癒しの眼差しと言ってよい

であろう。その点で，落語は， 1人間教育」や「人格形成J

に繋がるひとつの教科書になりうるはずである。

(注)

1)天満・天神繁目亭/平成 18年9月にオープン。大阪

天満宮からの土地の提供と建設費の大半は市民から

の寄付をもとに完成した。国に頼りきらず市民の力で

というところが実に大阪らしし、。私には当時の大阪市

長関淳一氏の挨拶に「大阪市は一銭もお金を出してお

りません」というフレーズが印象深い。

2)笑いのスライス化については，木津川計『上方芸能と

文化JNHK出版，平成 16年， p.260参照

3)明馨丁稚/CD~二代目春団治』クラウンに収録。三

代目春団治の弟子はまずこれからお稽古に入る。蝶六

は桜塚高等学校落語研究会の出身であり，同じく OB

で春団治の弟子である春之輔が同落語研究会に持ち

込んだことで学生時代にこの演目を最初に稽古した。

4) 佐々木裁き/~米朝落語全集J 4巻，創元社に収録。

私は四代目梅田治に稽古をつけて頂いた。梅団治は二

代目歌之助から教わった。そのもとを正せば米朝師匠

である。

5)佐々木裁きの下げ/私が現在使っている下げは「後に

この子供が与力・同心に出世を致しましてどんな犯人

も必ず捕まえたんやそうです。水も漏らさぬ捜査をし

たという。水も漏らさぬはず。桶屋の停でございます」

というもの。四代目梅田治が考案したものである。

6)鋳掛屋/三代目春団治が得意とする演目。鋳掛屋とは

路上で鍋釜を修繕する職業のこと。昭和40年頃まで

は町のあちらこちらに存在した。

7)喜六と与太郎については，柴山肇『与太郎~笑いの道

づれ~J，山手書房， 昭和 56 年に詳しし、。

8)道具屋/1落語上方編・二代目桂春蝶」ビクタ ーから

J. Osaka Aoyama University， 2008. vol.l 
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発売されている。私も舞台の袖で聞き覚え，それに他

の演者の演出を参考に時々演じている。

剣道具屋の下げ/この下げもあるが，お客が木万で汗を

かかされた後.1抜ける奴はないのんかJIあ，それやっ

たらお雛さんの首が抜けております」時間によってこ

こで下げることも多L、。

10)立川談志著 『あなたも落語家になれる」 三一書房，昭

和60年.P17参照

11)子誉め/1三代目春団治」ビクタ ーから発売されてい

る。

12)青菜/真似をして失敗するパタ ーンの拙は「おうむ返

し」といってよくあるパタ ーン。若手からベテランま

で多くのH出家が演じるが，中でも先代春団治が演じた

「青菜」が印象的である。植木屋がだんだんほろ酔い

になってし、く演出は，今では省略する演者の方が多く

なったが，先代はそれを実に克明に描いていて大変に

面白い。「春団治十三夜」で、演じたものが放送された。

13)柳陰/みりんに焼酎を加えて作った飲み物の総称。関

東では 「本直し」という。かつて柳陰は，日本版のリ

キュ ールとして真っ当に飲まれていた。

14)厩火事/ビクタ ーから大看板落語百席春風亭小朝(2)

が発売されている。大阪では桂ざこば師匠が得意にし

ている

15)業の肯定については立川談志，前掲書より

16)豊竹屋/私はこの日出の稽古を四代目染丸師匠につけ

て頂いた。「そんなことしてたら身体に毒だっせ」と

いうような筋には直接関係はないが，女房のそんな何

でもない一言が大事なんだという指導を受けたこと

が印象に残っている。

17)桂春蝶/昭和 16年 10月5日生まれ。昭和37年三代

目桂春団治に入門。弟子に昇蝶， 一蝶，蝶六の三人。

平成5年 1月4日没。享年 51歳。

18)昭和任侠伝/桂春蝶の作によるもので代表作「桂春蝶

追悼落語集J(OMC)より出版されたが今は絶版と

なっている。ラジオを通じてよく放送されたので記憶

に新しい方も多い。

19)ぜんざい公社/三代目桂文三が明治30年代 「改良ぜ

んざい」としてよく演じていた。当時の下げは，ぜん

ざいの値段が五円，但し，一杯ではないので十五杯も

並べられて往生する。「高田さん， 善哉は食えんか」

I ~ 、え五円でございます」 というのが本来の下げ。「公

社」として演じたのは米朝が最初。現在の下げは笑福

亭松之助によるものとされている。桂米朝 『上方落語

ノートJ.青蛙書房，昭和53年参照)

20)慰問/震災後，しばらくしてから神戸「しあわせの村」

を訪れた。「震災直後は色んな芸能人が来てくれたが

今はもうあまり来んようなってしもた。マスコミが取

り上げないと芸能人も冷たいもんや」と関係者の一人

が漏らしていた。こういった慰問は衣食住がとりあえ

ず満たされ，心にぽっかり穴が空き寂しい気持ちの時

にこそ頻繁に訪れるべきである。

21)河童の皿/ビクタ ー「二代目桂春蝶」に収録。放送作

家加納健男(故人)の作。

22)落語の登場人物には悪人がいない/桂米朝 「落語と

私』文春文庫，昭和61年.p.234参照

23)芸能スク ール/漫才ブームがピークを迎えた 1982年

に吉本芸能スク ールができ，以来師匠をもたぬノ ーブ

ランドと呼ばれるタレン卜がテレビの主流となった。

私も現在，放送芸術学院，大阪アニメ ーションスク ー

ルという俳優や声優，タレントなどを養成する学校に

出講している。

24)謡曲「藤戸」から得た見解/大蔵流狂言方安東伸元に

師事していてそこで多くのことを学んだ。安東は重要

無形文化財総合指定保持者。大和座狂言事務所を主宰

して，狂言師のみならず多くの舞台人に教育をし影響

を与えてきた。

25)能 「藤戸」の流派による演出の違い/観世流では竜神

はなぐさめられ成仏して海へ潜るが，下掛かりと言わ

れる流派では 「今回はこれで戻るがまた出てくるぞ」

という暗示的余韻を残して水底に消える。ここに何か

意図的なものが感じられる O
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